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・都築由理子:2013 紀尾井町遺跡 2 次調査出土漆器資料の材質と製作技法.大成エンジニ
アリング株式会社（編）紀尾井町遺跡Ⅱ-グランドプリンスホテル赤坂建て替え計画に
伴う埋蔵文化財発掘調査報告書-,120-125頁,株式会社西武プロパティーズ,大成建設株
式会社 
 
5 結論 
以上に鑑みて、申請者は、博士（人間科学）の学位を授与するに十分値するものと認め
る。 
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